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学校と
家庭と
地域を

三島市立山田中学校

９月２０日は彼岸の入り。例年なら、そろそろ暑さも収まりというのですが、
今年は過ごしやすい日が続いています。休みの日は、秋の七草を探すのも良いか
もしれません。

１ 全国学力・学習状況調査の結果について

本年度の全国学力・学習状況調査の結果が出ました。今年は、文部科学省から
交付された個人票につきましては、１０月の面談時に配布する予定です。
本校の平均正答率は、国語Ａ、国語Ｂ、数学Ａ、数学Ｂのいずれも県や全国と比
較して、優れています。もう少し、表現を変えると、国語Ａはかなり高い。国語
Ｂと数学ＡＢは、極めて高い結果となりました。引き続き生徒の実態に応じて良
い点を伸ばし、課題は改善するような授業の工夫を心がけたいと思います。
この調査結果は、学力の特定一部分を示すものでありますし、同時に調査しま

した生活の諸側面などとの相関関係の分析も必要です。本校としましては、今後
もそのような分析を進め、本校の教育活動に活かし、子どもたちの学習意欲の向
上につなげていきたいと考えています。そして、より良い生活習慣を身につけさ
せたいと思っています。
今後とも、本校の教育活動へのご理解とご協力をお願い申し上げます。

２ 道徳授業の授業研究会が行われました。

９月１１日（木）、本校で静岡大学の鎌塚優子先生を中心とした研究グループ（慶
應義塾大学 竹内伸一先生 千葉大学 岡田加奈子先生 千葉県立長生高等学校
鵜沢京子先生 静岡大学 中村美智太郎先生）が「道徳教育に活かすケースメ

ソッド教育の教材開発と評価」という研究テーマで２年生４クラスを対象に実践
授業を行いました。

学校ブログや新聞でも紹介されました
が、「正解なき問題」を討論しながら、
判断力や解決力の向上を図る授業を実践
されていました。「ケースメソッド教育」
とは、20 世紀初頭にアメリカのハーバー
ド大学法律大学院で行われた授業方法で
す。イギリス・ブライトン出身の本校
ALT のアンディー・ブラナン先生による
と、イギリスではほとんどの道徳授業は
ケースメソッドの手法で行われているそ
うです。
日本で行われている道徳教育は、資料

中の主人公の心情を追いながら、道徳的
心情や道徳的判断力、道徳的な価値を追

『新聞記事より』 求したり、広げたりしていき道徳的な実

つなぐ



践力をつけていく学習過程が主流となっ
ています。どちらかというと、他の人の
心情を予想して発言するため意見を出し
やすいという面がありました。しかし今
回の取組は、「自分ならどんな結論を出す
か？どう考えるか？どう行動するか？」
ということを全面に出しての授業であっ
たと思います。これは、社会環境の変化
が急速に早くなる現在、価値の多様化の
中から判断と行動を基礎づけ、問題解決
型の総合実践力の基礎を養う授業であり、
道徳教育に一石を投じる実践授業であっ
たと思います。

『授業中の様子』

３ 青峰祭文化の部に向かって取り組んでいます。

９月２７日（土）に、青峰祭文化の部が行わ
れます。本年度の青峰祭のテーマは「進め！
光の道を 見せろ！クラスの絆 やりき
れ！完全燃焼」です。本年度は、学校行事を
充実させるように体育の部も文化の部も１日
開催を計画いたしました。午前中は、山田中
学校体育館２Ｆで英語暗唱や中学生の主張、
吹奏楽部の演奏や有志によるダンス等を計画
しています。午後は市民文化会館に移動し、
合唱コンクールを行います。生徒会本部役員
を中心に、夏休み前から準備し練習を進めて

います。保護者の方々には、９月３日付けのご案内を配布致しました。ぜひ、生
徒たちの一生懸命な姿と素晴らしい歌声を聞きに会場に足を運んでいただければ
と思います。

４ 第2回「はごろも『夢』講演会」が行われます。

１０月９日、下記のように第２回「はごろも『夢』講演会」と題し講演会を行
う予定です。本校では学校経営目標を「多くの成功体験を積み重ね、自尊感情を
高められる生徒の育成」と定め、生徒が「自分が好きだ、自分ならできる」と自
尊感情を高められるように計画的に教育活動を行っています。本年度も、公益団
体法人はごろも教育研究奨励会の後援を受け、講演会を行うことができます。保
護者、地域の方々には、９月４日付けの文書でご案内を配布致しました。ぜひ、
一緒に講演を聞いていただければ思います。

記
１ 期 日 平成２６年１０月 ９日（木）
２ 場 所 三島市立山田中学校 体育館
３ 講 師 明治大学文学部 教授 心理学者 諸富 祥彦 先生

演題 「今、君は何で悩んでる？何で困ってる？」
４ 日 程 受付 １３時１０分 （体育館入り口）

講演 １３時３０分～１５時００分


